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審 議 結 果 報 告
12 月 定 例 会

議案番号

諮問第 3 号

承認第 3 号

議案第52号

議案第53号

議案第54号

議案第55号

議案第56号

議案第57号

議案第58号

議案第59号

議案第60号

議員提出議案第7号

全員賛成 適任

全員賛成 承認

全員賛成 可決

全員賛成 可決

全員賛成 可決

全員賛成 可決

全員賛成 可決

全員賛成 可決

全員賛成 可決

全員賛成 可決

全員賛成 可決

全員賛成 可決

人権擁護委員の候補者の推薦について

専決処分の承認について

民事調停の申立てについて

財産の取得について

宮若市立学校設置条例の一部を改正する条例の制定について

宮若市営住宅管理条例の一部を改正する条例の制定について

福岡県市町村災害共済基金組合規約の変更について

福岡県市町村災害共済基金組合の解散について

福岡県市町村災害共済基金組合の解散に伴う財産処分について

平成24年度宮若市一般会計補正予算（第3号）について

平成24年度宮若市水道事業会計補正予算（第1号）について

道の駅の建設を求める意見書

件　　　　名 議決の結果

議案番号

24年請願第1号 継続審査介護職員処遇改善加算の継続・拡充を求める請願書

請願及び陳情 議決の結果

※今回、賛否の分かれた議案はありませんでした。 

6 月 定 例 会
議案番号 議　　案　　名 議決内容

同意第 ２ 号 宮若市固定資産評価員の選任について 全員賛成　同意

承認第 １ 号 専決処分の承認について 全員賛成　承認

議案第22号 民事調停の申立てについて 全員賛成　可決

議案第23号 第２次宮若市総合計画基本構想について 全員賛成　可決

議案第24号 宮若市税賦課徴収条例の一部を改正する条例の制定について 全員賛成　可決

議案第25号 宮若市国民健康保険税条例の一部を改正する条例の制定について 全員賛成　可決

議案第26号 宮若市道路標識の寸法に関する条例の一部を改正する条例の制定について 全員賛成　可決

議員提出議案
第 ２ 号 宮若市議会改革特別委員会の設置に関する決議 全員賛成　可決

議案番号 件　　　　　名 議決内容
29年請願
第 ２ 号 宮若市議会議員定数条例に関する請願書 全員賛成　採択

宮若市議会議員定数条例に関する請願書
1 . 請願の理由

宮若市議会議員各位に於かれましては、本市議会定数について、平成 18 年 3 月、合併後の総
選挙に於て在任特例を適用せず、24 名でスタートされ、第 2 回の一般選挙では 20 名に、3 回目
には、周辺自治体や本市の実情を考慮し、自ら 18 名と更に 2 名削減されたことに対し、その英
断に深く敬意を表します。

しかし、3 年を経過した現在、人口も 28,000 名程度と当時より約 2,000 名減少しています。
また、我々の独自調査の結果、人口比率から見た宮若市議会の定数は、周辺自治体、及び県下

全 28 の市と比較してもワースト 1 であります。仮に 13 名に削減してもなお、ワースト 3 です。
これは定数是正の必要性が大きいと思います。

しかし、チェック機関である議員数を極端に削減する事による弊害も考慮して、検討を重ねた
結果現在の議員数を 15 名程度に定めることが適切であると考えます。

この現状をご理解頂き、市民の声を代弁して頂く議員数を、3 名程度の削減を提案いたします。
宮若市の議員定数に関して、この提案を、現職議員各位にご議論いただきますよう、お願い申

し上げます。
上記の通り請願します。

紹介議員：弓削田敬
請願者：高森政一（代表者） ／ 西野由敬 ／ 小林貫幸 ／ 原田正彦

採択された請願
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議
会
改
革
特
別
委
員

会
委
員
名
簿

委
員
長
　
萩
本
　
広
房

副
委
員
長
　
寳
部
　
　
勝

委
　
　
員
　
茅
野
　
　
勝

委
　
　
員
　
神
谷
喜
久
雄

委
　
　
員
　
藤
嶋
　
　
厚

委
　
　
員
　
染
矢
　
正
次

委
　
　
員
　
川
口
　
　
誠

委
　
　
員
　
安
河
　
英
幸

委
　
　
員
　
中
尾
ハ
ギ
子

（
注
）�

宮
若
市
議
会
議
員
定
数

条
例
に
関
す
る
請
願
書

が
採
択
さ
れ
た
こ
と
に

よ
り
、
宮
若
市
議
会
改

革
特
別
委
員
会
を
設
置

し
、
議
員
定
数
に
つ
い

て
は
、
こ
の
特
別
委
員

会
で
調
査
、
研
究
、
議

論
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

宮若市議会改革特別委員会の設置に関する決議
提案する理由
　本市が進める行財政改革を含め、活力あるまちづくりを推進するために、それ
にふさわしい議会のあり方を検討しなければならない。本議会では、平成 28 年
9 月に宮若市議会基本条例制定特別委員会を設置し、議会改革に取り組むべく
条例制定に向けて協議しておりますが、その内容の一部には、議員定数の項目も
あります。今回、市民から提出された議員定数に関する請願の審査内容を受け、
その整合性を図る必要もあり、議会基本条例制定委員会での審査内容を引き継ぎ、
議員定数をはじめとした議会の様々な改革に取り組むために宮若市議会改革
特別委員会の設置を求める。

記
１　特別委員会の設置と構成
　　�　宮若市議会委員会条例第 5 条の規定により、各常任委員会から選出された

3 名、合計 9 名の委員で構成する宮若市議会改革特別委員会を設置する。
２　付託事項
　　�　議員定数、議会基本条例の制定も含め、議会の様々な改革に関すること。
３　調査期限及び閉会中の調査研究
　　�　付託された調査研究が終了するまで、閉会中もなお調査研究を行うことが

できる。

提出者：宮若市議会議員　萩本　広房　
賛成者：宮若市議会議員　遠藤　嘉昭　　　宮若市議会議員　安河　英幸　　　
　　　　　　　〃　　　　中尾　ハギ子　　　　　〃　　　　染矢　正次　　
　　　　　　　〃　　　　安永　友則　　　　　　〃　　　　吉野　英史　　
　　　　　　　〃　　　　川口　　誠　　　　　　〃　　　　寳部　　勝
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1
つ
も
お
ろ
そ
か
に
で
き
な
い
。
そ
う
す
る

と
構
想
的
に
は
1
次
と
2
次
で
大
き
な
変

化
が
な
い
と
い
う
の
が
通
常
の
構
想
で
あ

る
。」
と
の
回
答
が
あ
り
ま
し
た
。

全
員
賛
成
で
可
決

宮
若
市
税
賦
課
徴
収
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

こ
れ
は
、
法
律
が
一
部
改
正
さ
れ
た
こ
と

に
伴
い
、
宮
若
市
税
賦
課
徴
収
条
例
に
つ
い

て
一
部
改
正
す
る
も
の
で
す
。

主
な
質
疑
と
し
て
、「
固
定
資
産
税
の
関

係
は
、
該
当
が
な
い
の
か
。」
と
の
質
問
に

対
し
、「
現
状
で
は
、
該
当
事
案
が
な
い
。

今
後
も
該
当
事
案
は
発
生
し
な
い
と
見
込
ん

で
い
る
。」
と
の
回
答
が
あ
り
ま
し
た
。

全
員
賛
成
で
可
決

宮
若
市
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

こ
れ
は
、
政
令
が
一
部
改
正
さ
れ
た
こ
と

に
伴
い
、
宮
若
市
国
民
健
康
保
険
税
条
例
に

つ
い
て
一
部
改
正
す
る
も
の
で
す
。

主
な
質
疑
と
し
て
、「
こ
の
改
正
に
よ
り

軽
減
世
帯
は
、
ど
れ
く
ら
い
増
加
す
る
の

か
。」
と
の
質
問
に
対
し
、「
今
回
の
改
正
に

伴
い
、
5
割
軽
減
は
9
世
帯
、
2
割
軽
減
は

4
世
帯
増
え
る
。」
と
の
回
答
が
あ
り
ま
し

た
。

全
員
賛
成
で
可
決

産
業
建
設
委
員
会

委
員
長　
谷
口　
重
隆

民
事
調
停
の
申
立
て
に
つ
い
て

こ
れ
は
、
家
賃
等
支
払
い
の
意
思
が
な
い

滞
納
者
2
名
に
対
し
て
、
民
事
調
停
を
申
立

て
る
も
の
で
す
。

前
回
に
引
き
続
き
、「
そ
の
人
数
が
減
っ

て
き
て
い
る
の
で
、
引
き
続
き
納
付
指
導
を

行
う
よ
う
に
。」
と
の
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

全
員
賛
成
で
可
決

宮
若
市
道
路
標
識
の
寸
法
に
関
す

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

の
制
定
に
つ
い
て

こ
の
条
例
は
、
政
令
が
一
部
改
正
さ
れ
た

こ
と
に
伴
い
、
宮
若
市
道
路
標
識
の
寸
法
に

関
す
る
条
例
に
つ
い
て
一
部
改
正
す
る
も
の

で
す
。

全
員
賛
成
で
可
決

た
と
考
え
て
い
る
。」
と
の
回
答
が
あ
り
ま

し
た
。
ま
た
、「
税
額
を
上
げ
た
が
、
額
と

し
て
は
ど
れ
く
ら
い
か
。」
と
の
質
疑
に
対

し
、「
歳
入
の
合
計
金
額
は
、
平
成
27
年
度

が
約
5
億
5
，
3
0
0
万
円
で
あ
り
、
平
成

28
年
度
が
約
5
億
7
，
2
0
0
万
円
な
の
で
、

約
2
，
0
0
0
万
円
増
え
て
い
る
。」
と
の

回
答
が
あ
り
ま
し
た
。

全
員
賛
成
で
可
決

第
２
次
宮
若
市
総
合
計
画
基
本
構
想

に
つ
い
て

こ
れ
は
、
宮
若
市
基
本
構
想
を
議
会
の
議

決
す
べ
き
事
件
と
し
て
定
め
る
条
例
に
基
づ

き
、
第
2
次
宮
若
市
総
合
計
画
基
本
構
想
に

つ
い
て
、議
会
の
議
決
を
求
め
る
も
の
で
す
。

主
な
質
疑
と
し
て
、「
第
1
次
と
大
綱
が

中
身
が
変
わ
っ
て
い
な
い
の
で
は
な
い
か
。

10
年
間
の
成
果
が
な
ん
だ
っ
た
の
か
。」
と

の
質
問
に
対
し
、「
10
年
間
で
は
、
非
常
に

長
い
た
め
、
5
年
ご
と
に
区
切
っ
て
い
る
。

行
政
に
与
え
ら
れ
た
課
題
は
様
々
あ
る
が
、

 
委
員
会
報
告

総
務
委
員
会

委
員
長　
茅
野　
勝

専
決
処
分
の
承
認
に
つ
い
て

（
平
成
28
年
度
国
民
健
康
保
険
特
別

会
計
補
正
予
算
）

こ
れ
は
、
平
成
28
年
度
の
国
民
健
康
保
険

特
別
会
計
の
決
算
が
赤
字
で
あ
る
た
め
、
平

成
29
年
度
予
算
か
ら
不
足
額
に
つ
い
て
繰
上

充
用
を
行
う
た
め
の
補
正
予
算
を
5
月
31
日

付
で
専
決
処
分
し
た
た
め
、
そ
の
承
認
を
求

め
る
も
の
で
す
。

主
な
質
疑
と
し
て
、「
単
年
度
で
1
億
円

程
度
の
赤
字
が
出
て
い
た
が
、
平
成
28
年
度

は
、
単
年
度
2
，
2
3
0
万
円
程
度
と
好
転

し
た
。
そ
の
理
由
は
何
か
。」
と
の
質
問
に

対
し
、「
様
々
な
要
因
が
あ
る
が
、
1
つ
は

国
保
税
を
上
げ
、
そ
れ
に
対
し
、
収
納
率
も

前
年
並
み
で
推
移
し
た
の
で
、
国
保
税
の
歳

入
が
増
加
し
た
。
歳
出
は
、
医
療
費
の
支
出

が
1
億
円
近
く
減
少
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
が

大
き
な
要
因
で
1
億
円
近
く
の
赤
字
が
減
っ
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29
年
請
願
第
2
号

議
員
定
数
に
関
す

る
特
別
委
員
会

委
員
長　
間
地　
陸
人

宮
若
市
議
会
議
員
定
数
条
例
に
関

す
る
請
願
書

こ
の
特
別
委
員
会
は
、
6
月
9
日
の
本
会

議
に
お
い
て
平
成
29
年
請
願
第
2
号
「
宮
若

市
議
会
議
員
定
数
条
例
に
関
す
る
請
願
書
」

が
議
題
と
さ
れ
た
中
、
議
長
発
議
に
よ
り
議

員
全
員
を
委
員
と
す
る
、
特
別
委
員
会
が
設

置
さ
れ
ま
し
た
。

16
日
に
特
別
委
員
会
を
開
催
し
、
協
議
を

行
い
様
々
な
意
見
を
受
け
る
中
、
請
願
者
を

参
考
人
と
し
て
招
致
す
る
こ
と
に
な
り
、
提

出
の
趣
旨
は
、「
人
口
で
他
の
自
治
体
と
比

較
し
て
、
議
員
定
数
を
3
名
程
度
削
減
と
提

案
し
て
い
る
。
そ
の
他
の
部
分
で
の
検
証

は
、
議
員
で
議
論
し
て
決
め
て
い
た
だ
き
た

い
。」
と
の
こ
と
で
し
た
。全

員
賛
成
で
採
択

  

◆
報
告
第
1
号

平
成
28
年
度
宮
若
市
一
般
会
計
繰
越

明
許
費
繰
越
の
報
告
に
つ
い
て

  
◆
報
告
第
2
号

平
成
28
年
度
宮
若
市
公
共
下
水
道
事

業
特
別
会
計
繰
越
明
許
費
繰
越
の
報

告
に
つ
い
て

一
般
会
計
の
繰
越
明
許
費
は
、
市
議
会
定

例
会
に
お
い
て
、
平
成
28
年
度
一
般
会
計
予

算
及
び
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
2
号
〜
第

4
号
）
と
し
て
提
案
し
、
可
決
さ
れ
、
地
方

自
治
法
施
行
令
第
1
4
6
条
第
2
項
の
規
定

に
基
づ
き
、繰
越
計
算
書
を
調
製
し
た
の
で
、

報
告
す
る
も
の
で
す
。

内
容
は
、
2
款「
総
務
費
」
1
項「
総
務
管

理
費
」
の
「
個
人
番
号
カ
ー
ド
交
付
事
業
」

を
始
め
と
し
ま
す
10
事
業
、
総
額
8
億
1
，

8
9
9
万
円
を
翌
年
度
へ
繰
り
越
し
て
い
ま

す
。公

共
下
水
道
事
業
特
別
会
計
の
繰
越
明

許
費
で
す
が
、
去
る
12
月
の
市
議
会
定
例
会

に
お
い
て
、
公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計
補

正
予
算
（
第
1
号
）
と
し
て
、
提
案
し
、
可

決
さ
れ
て
い
ま
す
。

繰
越
額
は
、
2
款
1
項
「
公
共
下
水
道

建
設
費
」
の
「
公
共
下
水
道
事
業
」
5
，

1
5
9
万
5
千
円
で
す
。

  

◆
報
告
第
3
号

宮
若
市
土
地
開
発
公
社
の
平
成
28
年
度
事

業
結
果
及
び
決
算
並
び
に
平
成
29
年
度
事

業
計
画
及
び
予
算
の
報
告
に
つ
い
て

平
成
28
年
度
事
業
結
果
で
す
が
、
土
地
開

発
公
社
は
、
社
会
情
勢
の
変
化
に
伴
い
、
そ

の
存
在
意
義
が
問
わ
れ
る
中
、
平
成
25
年
度

末
に
保
有
す
る
全
て
の
土
地
処
分
が
完
了

し
、
将
来
的
に
は
解
散
す
る
方
針
の
も
と
、

休
眠
状
態
で
運
営
を
行
っ
て
い
く
こ
と
が
決

定
さ
れ
て
い
ま
す
。

平
成
28
年
度
の
業
務
は
、
宮
若
市
か
ら
の

出
資
金
等
の
預
金
管
理
業
務
及
び
預
金
管
理

に
伴
う
経
理
業
務
の
み
と
な
っ
て
い
ま
す
。

決
算
で
す
が
、
当
期
に
お
け
る
損
益
計
算

で
は
、
受
取
利
息
収
入
に
よ
り
経
常
利
益
が

1
，
3
5
8
円
と
な
り
、
当
期
純
利
益
は
、

1
，
3
5
8
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。
貸
借
対

照
表
の
う
ち
資
本
の
部
中
準
備
金
で
は
、
前

期
繰
越
準
備
金
5
2
3
万
1
，
7
5
7
円

に
当
期
純
利
益
1
，
3
5
8
円
を
加
え
ま

し
た
5
2
3
万
3
，
1
1
5
円
を
翌
年
度

に
繰
越
し
て
い
ま
す
。

平
成
29
年
度
事
業
計
画
で
す
が
、
本
年
度

の
取
得
計
画
は
あ
り
ま
せ
ん
。

次
に
、
予
算
で
す
が
、
第
2
条
、
収
益

的
収
入
及
び
支
出
の
う
ち
、
収
入
で
は
、
事

業
外
収
益
と
し
て
受
取
利
息
1
，
0
0
0

円
を
計
上
し
、
支
出
で
は
、
予
備
費
1
，

0
0
0
円
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

  

◆
市
長
報
告 

1

新
庁
舎
建
設
基
本
設
計
に
つ
い
て

基
本
設
計
案
の
概
要
は
、
新
庁
舎
の
位
置

が
、
旧
宮
若
警
部
交
番
跡
地
及
び
本
年
度
に

解
体
し
ま
す
市
庁
舎
第
3
別
館
敷
地
に
建
設

予
定
で
あ
り
、
犬
鳴
川
に
面
す
る
北
側
中
央

部
を
正
面
玄
関
と
し
て
、
東
西
に
長
い
長
方

形
で
4
階
建
の
建
物
と
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

現
庁
舎
の
敷
地
は
駐
車
場
と
し
、「
宮
若
リ

コ
リ
ス
」
と
新
庁
舎
の
間
に
交
流
ス
ペ
ー
ス

と
し
て
市
民
広
場
を
整
備
す
る
計
画
と
し
て

市
長
報
告

報
告
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い
ま
す
。

建
物
内
部
の
配
置
計
画
は
、
1
階
部
分
に

は
、
主
に
市
民
へ
の
窓
口
業
務
的
な
執
務
室

を
集
約
し
て
、
主
な
出
入
口
は
、
北
側
中
央

部
と
西
側
と
し
、東
西
両
側
に
エ
レ
ベ
ー
タ
ー

と
階
段
を
設
け
、
期
日
前
投
票
や
確
定
申
告

等
の
多
目
的
に
活
用
で
き
る
ホ
ー
ル
の
配
置

も
計
画
し
て
い
ま
す
。
2
階
部
分
の
執
務
室

は
、
固
定
壁
を
設
け
ず
業
務
上
の
連
携
を
図

る
こ
と
が
で
き
る
間
取
り
と
し
て
い
ま
す
。

3
階
部
分
は
、
市
長
室
や
副
市
長
室
、
執
務

室
を
始
め
、
災
害
時
に
迅
速
に
対
応
で
き
る

よ
う
防
災
拠
点
機
能
を
兼
ね
備
え
た
諸
室
を

設
け
、
4
階
部
分
は
、
議
場
を
始
め
と
し
た

議
会
関
係
の
諸
室
を
集
約
す
る
計
画
と
し
、

屋
上
階
は
、
電
気
室
や
機
械
室
を
設
け
る
よ

う
に
し
て
い
ま
す
。

施
設
の
外
観
は
、
シ
ン
プ
ル
な
デ
ザ
イ
ン

で
ま
と
め
た
中
心
拠
点
の
核
と
な
る
建
物
と

し
て
整
備
し
ま
す
。、
庁
舎
内
部
の
壁
面
等

に
は
、
で
き
る
だ
け
宮
若
産
の
木
材
を
活
用

し
た
仕
上
げ
と
な
る
よ
う
な
検
討
も
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

今
後
は
、
新
庁
舎
の
建
設
と
開
庁
に
向
け

た
準
備
を
進
め
て
い
き
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

  

◆
市
長
報
告 

2

民
事
調
停
の
報
告
に
つ
い
て

市
営
住
宅
入
居
者
の
う
ち
滞
納
月
数
が
3

箇
月
以
上
の
者
を
対
象
と
す
る
民
事
調
停
は
、

平
成
28
年
12
月
定
例
会
に
お
い
て
3
名
に
対

す
る
申
立
て
の
議
決
を
得
ま
し
た
。

民
事
調
停
対
象
者
3
名
は
、
2
名
が
申
立

て
前
に
納
付
さ
れ
た
た
め
、
残
り
の
1
名
に

対
し
、
平
成
29
年
2
月
3
日
に
直
方
簡
易
裁

判
所
に
民
事
調
停
の
申
立
て
を
行
っ
た
と
こ

ろ
、
申
立
て
後
に
納
付
さ
れ
ま
し
た
。

市議会を傍聴してみませんか。

本会議・各常任委員会等の日程につきましては、日程が決まり次第、宮若市のホームページ、宮若市役所本庁及び若宮総合支所に掲示します。
※小さなお子さんをお連れの人は議事堂への入場はできませんが、庁舎内において親子一緒に視聴できますので、議会事務局にお尋ね下さい。

次回の定例会は
皆さんの傍聴をお待ちしています。
9月5日（火）

市議会会議録はホームページからも閲覧できます。

開会予定です。

http://www.db-search.com/miyawaka-c/index.php/

Miyawaka
City

宮若市ホームページ 市議会http://www.city.miyawaka.lg.jp/

本会議を本会議を

パソコン・スマートフォン・タブレットから
  いつでも、どこからでも視聴できます！ ながらスマホはやめましょう。

ネット配信（録画放送）ネット配信（録画放送）
『議会中継』よりアクセスください

しています。しています。

新庁舎外観イメージ（案）
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市 政 を 問 う一般質問
問　
特
別
会
計
の
意
義
と

現
在
・
今
後
の
国
保
運
営

の
あ
り
方
に
つ
い
て
。

答
　
市
長

特
別
会
計
は
、
地
方
自

治
法
に
お
い
て
、
普
通
地

方
公
共
団
体
が
特
定
の
事

業
を
行
う
場
合
、
特
定
の

歳
入
を
も
っ
て
そ
の
歳
出

に
充
て
、
一
般
の
歳
入
・

歳
出
と
区
分
し
て
経
理
す

る
必
要
が
あ
る
場
合
、
条

例
で
設
置
で
き
る
と
規
定

さ
れ
て
い
ま
す
。

今
後
の
国
保
運
営
の
あ

り
方
で
す
が
、
本
市
の
国

民
健
康
保
険
の
運
営
状
況

は
、
平
成
23
年
度
か
ら
赤

字
決
算
が
続
き
、
平
成
28

年
度
末
は
累
積
赤
字
が
約

4
億
4
，
5
0
0
万
円
に

達
し
て
い
ま
す
。

こ
の
累
積
赤
字
を
解
消

す
る
た
め
に
、
平
成
27
年

度
か
ら
平
成
29
年
度
に
か

け
て
段
階
的
に
税
率
の
引

上
げ
を
行
い
、
平
成
26
年

度
と
比
較
し
て
昨
年
度
は

実
質
的
に
国
保
税
が
5
，

0
0
0
万
円
程
度
増
収

し
、
医
療
費
も
1
億
円
近

く
減
少
し
た
こ
と
か
ら
、

平
成
28
年
度
は
単
年
度
赤

字
が
大
幅
に
削
減
さ
れ
ま

し
た
が
、
国
保
制
度
改
革

が
行
わ
れ
る
来
年
度
ま
で

に
累
積
赤
字
を
解
消
す
る

こ
と
は
極
め
て
困
難
な
状

況
で
す
。

そ
の
よ
う
な
状
況
の
中

で
、
国
民
健
康
保
険
運
営

協
議
会
に
お
い
て
、
本
市

の
現
状
と
今
後
の
見
込
み

の
報
告
を
行
い
、
委
員
か

ら
様
々
な
意
見
を
も
ら
っ

て
い
ま
す
。

来
年
度
以
降
は
、
県
が

財
政
運
営
の
責
任
主
体
と

し
て
中
心
的
な
役
割
を
担

う
よ
う
に
な
り
、
本
年
度

ま
で
の
赤
字
も
、
助
言
、

指
導
を
行
う
よ
う
に
な
っ

て
い
ま
す
。

今
後
、
県
と
県
内
60
団

体
の
代
表
12
団
体
で
構
成

さ
れ
る
福
岡
県
国
保
共
同

運
営
準
備
協
議
会
で
の
協

議
を
進
め
な
が
ら
、
国
民

健
康
保
険
の
健
全
な
運
営

及
び
累
積
赤
字
の
解
消
に

向
け
た
取
組
を
行
い
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

問　
今
後
の
市
道
の
道
路

行
政
に
つ
い
て
現
在
の
問

題
点
と
今
後
の
見
通
し
に

つ
い
て
。

答
　
市
長

現
在
の
道
路
行
政
は
、

道
路
や
橋
梁
等
の
道
路
施

設
を
造
る
だ
け
で
な
く
、

そ
の
機
能
の
継
続
及
び
地

域
住
民
と
の
協
働
に
よ
る

維
持
活
動
な
ど
、
様
々
な

取
組
が
求
め
ら
れ
て
い
ま

す
。本

市
も
、
建
設
後
、
経

年
劣
化
し
た
道
路
施
設
の

長
寿
命
化
や
、
宮
若
市
道

路
愛
護
推
進
活
動
と
い
っ

た
事
業
に
よ
り
、
既
存
施

設
を
安
全
に
安
心
し
て
利

用
で
き
る
整
備
を
進
め
て

い
ま
す
。

こ
の
他
に
、「
市
の
今

後
の
行
財
政
改
革
は
ど
の

よ
う
に
考
え
て
あ
る
の

か
。」
と
の
質
問
が
あ
り

ま
し
た

茅野　勝

市
政
に
つ
い
て
伺
う
。

ス
ク
ー
ル
バ
ス
運
行
に
つ
い
て
尋
ね
る
。

問　
学
校・保
護
者・子
ど

も
た
ち
の
意
見
や
要
望
等

を
把
握
し
て
い
る
か
。又
、

そ
の
対
応
は
ど
の
よ
う
に

考
え
て
い
る
の
か
伺
う
。

答
　
教
育
長

ス
ク
ー
ル
バ
ス
は
、
運

行
開
始
前
に
保
護
者
を
対

象
と
し
た
説
明
会
を
開
催

し
、
そ
の
中
で
運
行
に
関

し
て
の
要
望
を
聞
い
て
い

ま
す
。

運
行
開
始
後
は
、
通

学
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト

や
、
保
護
者
、
各
自
治
会

か
ら
出
た
要
望
等
と
し

て
、
乗
降
場
所
の
増
設
や

変
更
、
運
行
ル
ー
ト
の
変

更
等
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
要
望
等
へ
の

対
応
は
、
現
地
の
状
況
や

安
全
性
等
を
ス
ク
ー
ル
バ

ス
運
行
事
業
者
や
学
校
と

確
認
の
上
、
実
施
の
可
否

を
検
討
し
、
対
応
を
進
め

て
い
ま
す
。

学
校
跡
地
利
用
に

つ
い
て
尋
ね
る
。

問　
跡
地
の
現
状
と
検
討

委
員
会
で
の
協
議
進
捗
状

況
及
び
い
つ
ま
で
に
明
確

化
し
て
い
く
の
か
伺
う
。

答
　
教
育
長

学
校
跡
地
は
、
小
中
学

校
及
び
幼
稚
園
の
再
編
に

伴
い
、
3
中
学
校
、
5
小

学
校
、
2
幼
稚
園
で
あ
り
、

こ
れ
ら
の
う
ち
、
旧
宮
田

中
学
校
の
体
育
館
は
、
柔

剣
道
場
と
し
て
、
旧
若
宮

小
学
校
の
校
舎
の
一
部

は
、
学
童
保
育
所
と
し
て

活
用
し
、
旧
宮
田
光
陵
中

学
校
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
一

部
は
、
今
後
、
認
定
こ
ど

も
園
の
敷
地
と
し
て
活
用

す
る
こ
と
に
し
て
い
ま

す
。本

年
2
月
に
庁
内
に

宮
若
市
学
校
施
設
等
跡
地

利
用
検
討
委
員
会
を
設
置

し
、
庁
内
各
所
管
課
に
お

い
て
学
校
跡
地
の
公
共
施

設
と
し
て
の
利
活
用
に
つ

い
て
検
討
を
行
っ
て
い
ま

す
。

公
共
施
設
と
し
て
利
活

用
す
る
計
画
が
な
い
跡
地

は
、
民
間
事
業
者
や
地
域

に
よ
る
活
用
に
つ
い
て
、

検
討
を
進
め
て
い
き
ま

す
。そ

の
後
、
学
校
跡
地

の
利
活
用
に
つ
い
て
一
定

の
方
向
性
を
整
理
し
な
が

ら
、
基
本
方
針
を
取
り
ま

と
め
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

こ
の
他
、「
防
災
訓
練

に
つ
い
て
尋
ね
る
。」
と

し
て
、「
各
自
治
会
（
又
は

地
域
担
当
制
に
よ
る
各
ブ

ロ
ッ
ク
）
の
取
組
み
の
状

況
に
つ
い
て
伺
う
。」
や

「
ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い

て
尋
ね
る
。」
と
し
て
、「
現

在
行
っ
て
い
る
返
礼
品
に

つ
い
て
寄
付
額
の
何
割
程

度
に
な
っ
て
い
る
か
。
又
、

そ
の
限
度
に
つ
い
て
ど
の

よ
う
な
考
え
を
持
っ
て
い

る
の
か
伺
う
。」
と
「
総
務

省
か
ら
の
通
達
や
通
知
が

き
て
い
る
と
思
う
が
、
そ

の
内
容
と
本
市
の
考
え
方

を
伺
う
。」
と
の
質
問
が

あ
り
ま
し
た
。

安永　友則
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市 政 を 問 う 一般質問
問　
訓
練
の
実
施
状
況
に

つ
い
て
。

答
　
市
長

平
成
28
年
度
の
実
績
と

し
て
、
防
災
訓
練
は
、
16

自
治
会
を
対
象
に
実
施
し
、

約
3
9
0
名
の
方
が
参
加

さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
防
災
研
修
会
は
、

34
自
治
会
を
対
象
に
開
催

し
、
約
5
6
0
名
が
参
加

し
て
い
ま
す
。

問　
障
が
い
を
お
持
ち
の

方
へ
の
対
応
に
つ
い
て
。

答
　
市
長

平
成
25
年
の
災
害
対
策

基
本
法
の
改
正
に
お
い
て
、

避
難
行
動
要
支
援
者
名
簿

を
活
用
し
た
円
滑
か
つ
安

全
な
避
難
支
援
が
な
さ
れ

る
よ
う
規
定
さ
れ
た
こ
と

か
ら
、
宮
若
市
地
域
防
災

計
画
に
お
い
て
要
配
慮
者

に
対
す
る
対
策
を
定
め
、

現
在
、
避
難
行
動
要
支
援

者
名
簿
を
作
成
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
法
改
正
を
受

け
て
内
閣
府
が
示
し
た「
避

難
行
動
要
支
援
者
の
避
難

行
動
支
援
に
関
す
る
取
組

指
針
」
を
参
考
に
宮
若
市

避
難
行
動
要
支
援
者
避
難

支
援
計
画（
全
体
計
画
）
を

策
定
し
、
今
後
は
避
難
支

援
等
を
実
効
性
の
あ
る
も

の
と
す
る
た
め
の
個
別
計

画
の
作
成
に
取
組
ん
で
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

問　
支
援
を
必
要
と
し
て

い
る
方
や
そ
の
家
族
、
民

生
委
員
等
の
理
解
を
得
た

上
で
、
自
主
防
災
組
織
、

地
域
消
防
団
等
は
、
避
難

行
動
要
支
援
者
名
簿
を
共

有
す
る
と
い
う
の
は
大
切

だ
と
思
う
が
、
考
え
が
あ

れ
ば
聞
き
た
い
。

答
　
総
務
課
長

平
成
25
年
の
災
害
対
策

基
本
法
改
正
の
中
で
、
避

難
行
動
要
支
援
者
名
簿
は
、

災
害
の
発
生
の
可
能
性
が

あ
る
場
合
、
或
い
は
災
害

が
発
生
し
た
場
合
に
は
、

個
人
情
報
で
す
が
、
提
供

が
可
能
と
な
っ
て
い
ま
す
。

た
だ
し
、
平
常
時
か
ら

の
提
供
は
、
こ
の
法
律
の

中
で
も
可
能
と
な
っ
て
い

ま
せ
ん
。
地
域
は
、
状
況

に
詳
し
い
と
思
い
ま
す
の

で
、
現
状
と
し
て
は
地
域

で
の
把
握
に
努
め
て
も
ら

う
と
い
う
の
が
、
優
先
す

べ
き
こ
と
と
考
え
て
い
ま

す
。

問　
避
難
期
間
が
長
期
化

し
た
場
合
、
身
体
的
、
精

神
的
な
ケ
ア
が
必
要
と
な

る
が
、
医
療
機
関
と
の
連

携
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て

い
る
か
。

答
　
総
務
課
長

平
成
26
年
度
に
直
方
鞍

手
医
師
会
と「
災
害
時
の
医

療
救
護
活
動
に
関
す
る
協

定
書
」
を
締
結
し
て
い
ま

す
の
で
、
市
の
要
請
に
よ

り
、
災
害
医
療
チ
ー
ム
の

派
遣
さ
れ
る
よ
う
な
体
制

を
と
っ
て
い
ま
す
。

萩本　広房

災
害
時
の
避
難
対
応
に
つ
い
て
伺
う
。

問　
来
年
度
か
ら
事
業
主

体
が
県
へ
一
本
化
さ
れ
る

が
、
そ
の
事
に
よ
る
加
入

者
（
被
保
険
者
）
へ
の
影

響
に
、
ど
の
よ
う
な
内
容

が
検
討
さ
れ
る
の
か
。

答
　
市
長

新
制
度
は
、
都
道
府
県

が
財
政
運
営
の
責
任
主
体

と
し
て
中
心
的
な
役
割
を

担
う
一
方
、
市
町
村
は
資

格
管
理
や
保
険
給
付
、
保

険
税
率
の
決
定
、
保
険
税

の
賦
課
徴
収
な
ど
の
役
割

を
引
き
続
き
担
い
ま
す
。

新
制
度
で
は
、
市
町
村

は
定
め
ら
れ
た
納
付
金
額

を
県
に
納
め
な
け
れ
ば
な

ら
ず
、
本
年
度
ま
で
の
累

積
赤
字
も
複
数
年
か
け
て

解
消
し
て
い
く
必
要
が
あ

る
た
め
、
そ
の
解
消
ま
で

を
見
込
ま
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
国
保
の
加
入
者
に

は
、
相
応
の
保
険
税
負
担

を
お
願
い
せ
ざ
る
を
得
な

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

問　
法
定
外
繰
入
れ
を
し

て
、
被
保
険
者
負
担
を
軽

減
す
べ
き
と
考
え
る
が
ど

う
か
。

答
　
市
長

子
ど
も
医
療
費
支
給
制

度
等
の
地
方
単
独
事
業
の

実
施
に
対
す
る
国
の
交
付

金
減
額
措
置
分
は
、
あ
る

程
度
、
検
討
に
値
す
る
と

考
え
て
い
ま
す
。

そ
れ
以
外
の
赤
字
補
て

ん
目
的
の
法
定
外
繰
入
れ

は
、
議
会
や
市
民
の
理
解

も
必
要
と
な
る
た
め
、
慎

重
に
検
討
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

こ
の
他
に
、「
無
料
低
額

診
療
制
度
の
周
知
に
つ
い

て
。」
と
「
国
保
に
関
係
す

る
各
種
減
免
施
策
の
具
体

的
な
行
使
に
つ
い
て
。」
と

の
質
問
も
あ
り
ま
し
た
。

多
目
的
屋
内
練
習

場
建
設
に
つ
い
て

の
見
解
を
求
め
る
。

問　
屋
内
練
習
場
建
設
に

至
る
政
策
決
定
の
推
移
に

つ
い
て
伺
う
。

答
　
教
育
長

東
部
総
合
運
動
公
園
は
、

旧
宮
田
町
の
宮
田
町
総
合

運
動
公
園
基
本
構
想
及
び

基
本
計
画
に
基
づ
き
、
平

成
21
年
度
に
都
市
公
園
と

し
て
の
計
画
決
定
を
受
け

整
備
を
進
め
、
現
在
ま
で

に
野
球
場
、
多
目
的
グ
ラ

ウ
ン
ド
、
ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス

の
供
用
を
開
始
し
て
い
ま

す
。冬

場
や
雨
天
時
な
ど
に

は
、
利
用
者
が
減
少
す
る

た
め
、
天
候
等
に
左
右
さ

れ
ず
、
野
球
場
等
と
の
相

乗
効
果
も
期
待
で
き
る
こ

と
か
ら
、
幅
広
く
利
用
が

可
能
な
多
目
的
屋
内
施
設

の
整
備
を
進
め
る
こ
と
と

し
た
も
の
で
す
。

こ
の
他
「
利
用
目
的
の

見
込
み
及
び
運
営
費
に
つ

い
て
。」、「
既
存
の
廃
校
施

設
の
体
育
館
・
宮
若
市
市
民

体
育
館
と
い
っ
た
施
設
の

維
持
管
理
、
補
修
、
利
用

状
況
に
つ
い
て
。」
と
「
野

球
場
の
運
営
状
況
に
つ
い

て
。」
と
の
質
問
が
あ
り
ま

し
た
。

藤嶋　厚

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
の
今
後
の

運
営
の
方
針
に
つ
い
て
の
見
解
を
求
め
る
。
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市 政 を 問 う一般質問
文
化
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て
伺
う
。

問　

今
あ
る
施
設
（
設

備
）
に
つ
い
て
使
い
に
く

さ
、
不
便
さ
を
感
じ
ら
れ

た
事
は
な
い
の
か
。

答
　
教
育
長

文
化
セ
ン
タ
ー
は
、
昭

和
52
年
に
建
設
さ
れ
、
コ

ン
サ
ー
ト
や
各
種
講
演
会

並
び
に
映
画
上
映
、
カ

ラ
オ
ケ
の
発
表
会
な
ど
に

利
用
さ
れ
て
お
り
、
平

成
28
年
度
は
1
6
3
件
、

1
万
3
6
5
人
が
利
用
し

た
と
こ
ろ
で
す
。

施
設
は
、
利
用
者
か
ら
、

舞
台
や
客
席
が
窮
屈
で
あ

る
な
ど
の
意
見
を
も
ら
っ

て
い
ま
す
。

不
便
さ
は
あ
り
ま
す
が
、

引
き
続
き
日
常
的
な
点
検

等
を
実
施
し
な
が
ら
、
文

化
施
設
と
し
て
大
切
に
維

持
管
理
を
行
っ
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

問　
不
便
さ
、
使
い
勝
手

の
悪
さ
に
つ
い
て
教
育
委

員
会
は
、
協
議
し
て
き
た

の
か
。

答
　
教
育
長

確
か
に
、
舞
台
、
音
響

等
へ
の
指
摘
が
あ
り
ま
し

た
の
で
、
音
響
設
備
に
手

を
加
え
る
な
ど
、
や
れ
る

と
こ
ろ
か
ら
や
っ
て
き
た

と
い
う
現
状
で
す
。
教
育

委
員
会
会
議
の
中
で
も
、

こ
の
こ
と
は
話
題
に
は

な
っ
て
い
ま
す
。

問　
現
状
で
6
0
0
席
ぐ

ら
い
だ
が
、
思
い
切
っ
て

少
な
く
し
て
、
も
う
少
し

広
く
と
は
思
わ
な
い
の

か
。

答
　
教
育
長

近
隣
の
市
町
村
の
建
て

か
え
等
の
金
額
を
聞
く

と
、
相
当
な
金
額
が
掛
か

る
の
が
現
状
で
す
。
座
席

を
取
り
か
え
る
こ
と
も
、

協
議
し
た
こ
と
は
あ
り
ま

す
が
、
簡
単
に
椅
子
を
撤

去
し
て
と
は
い
か
ず
、
傾

斜
自
体
を
変
え
る
と
い
う

こ
と
に
な
り
、
単
純
な
施

設
設
備
の
取
り
か
え
と
は

な
ら
な
い
様
で
す
。

形
の
あ
る
も
の
で
す
の

で
、
い
つ
か
ど
こ
か
で
手

は
入
れ
な
け
れ
ば
い
け
ま

せ
ん
が
、
現
状
は
、
使
え

る
と
こ
ろ
ま
で
大
事
に

使
っ
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

問　
文
化
セ
ン
タ
ー
の
昇

降
台
の
こ
と
に
つ
い
て
、

市
長
は
ど
う
思
っ
て
い
る

の
か
。

答
　
市
長

身
障
者
専
用
の
昇
降
台

の
話
で
あ
る
と
思
う
が
、

そ
の
後
ろ
が
も
う
全
然
見

え
な
い
状
況
と
い
う
話
は

聞
い
て
い
ま
す
。
出
入
口

が
広
い
ス
ペ
ー
ス
が
あ
り

ま
す
の
で
、
そ
れ
を
利
用

し
て
と
い
う
提
案
も
受
け

た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
し

か
し
、
せ
っ
か
く
当
時
つ

く
っ
た
も
の
で
す
の
で
、

今
後
ど
う
あ
る
べ
き
か
と

い
う
こ
と
は
、
総
合
的
に

判
断
し
て
、
今
の
施
設
を

大
事
に
使
っ
て
い
く
中

で
、
利
用
が
し
や
す
い
よ

う
な
施
設
に
改
善
で
き
る

と
こ
ろ
が
あ
れ
ば
、
や
っ

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

中尾　ハギ子

問　
待
機
児
童
の
現
状
は

ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

又
、
今
後
ど
の
よ
う
な
方

向
性
を
考
え
て
い
る
の

か
。

答
　
市
長

本
市
に
お
け
る
待
機

児
童
の
数
は
、
平
成
28
年

11
月
1
日
現
在
で
は
24
人

で
し
た
が
、
平
成
29
年
4

月
1
日
現
在
で
は
8
人
と

な
っ
て
い
ま
す
。

平
成
26
年
度
以
降
、
公

立
保
育
所
の
保
育
室
の
増

室
、
民
間
保
育
園
の
新
設

等
に
よ
り
、
受
入
児
童
数

の
増
員
に
努
め
て
き
ま
し

た
が
、
市
内
5
箇
所
の
保

育
所
等
の
う
ち
、
保
育
ス

タ
ッ
フ
の
不
足
に
よ
り
定

員
を
大
幅
に
下
回
る
児
童

数
し
か
受
け
入
れ
る
こ
と

が
で
き
な
い
民
間
保
育
園

が
1
箇
所
あ
り
、
そ
の
こ

と
が
待
機
児
童
発
生
の
理

由
で
す
。

今
後
も
、
待
機
児
童
の

解
消
に
向
け
て
、
保
育
ス

タ
ッ
フ
の
確
保
の
た
め
の

面
談
会
の
開
催
や
、
求
人

の
広
報
に
取
組
ん
で
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

禁
煙
対
策
に
つ
い
て

伺
う
。

問　
公
共
施
設
の
禁
煙
対

策
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に

考
え
て
い
る
の
か
。

答
　
市
長

平
成
22
年
2
月
の
厚
生

労
働
省
通
知
に
よ
り
ま
し

て
、
受
動
喫
煙
防
止
対
策

の
考
え
方
と
し
て
官
公
庁

や
医
療
施
設
は
、
原
則
と

し
て
全
面
禁
煙
で
あ
る
こ

と
が
望
ま
し
い
と
し
て
基

本
的
な
方
針
が
示
さ
れ
て

い
ま
す
。

法
律
上
の
受
動
喫
煙

の
防
止
に
関
す
る
規
定
で

は
、
健
康
増
進
法
第
25
条

に
お
い
て
、
多
数
の
者
が

利
用
す
る
施
設
を
管
理
す

る
者
は
、
こ
れ
ら
の
利
用

者
に
つ
い
て
受
動
喫
煙
を

防
止
す
る
た
め
に
必
要
な

措
置
を
講
じ
る
よ
う
努
め

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
旨
、

努
力
義
務
と
し
て
定
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

本
庁
舎
で
は
、
現
状
で

屋
内
で
の
喫
煙
を
原
則
と

し
て
禁
止
し
、
他
の
人
に

影
響
を
及
ぼ
さ
な
い
屋
外

に
喫
煙
場
所
を
設
置
す
る

こ
と
で
、
十
分
と
は
い
え

ま
せ
ん
が
分
煙
に
よ
る
対

策
を
講
じ
て
い
ま
す
。

今
後
の
対
応
で
す
が
、

現
在
、
国
に
お
い
て
も
受

動
喫
煙
の
防
止
の
観
点
か

ら
法
律
の
改
正
に
つ
い
て

議
論
が
さ
れ
て
い
ま
す
の

で
、
そ
の
動
向
を
見
な
が

ら
禁
煙
対
策
に
つ
い
て
適

切
に
対
応
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

待
機
児
童
に
つ
い
て
伺
う
。

谷口　重隆
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委　
　

員　
　

神　
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久
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萩　

本　
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房

委　
　

員　
　

染　

矢　

正　

次

委　
　

員　
　

吉　

﨑　

順　

一

編
集
後
記

編
集
後
記

宮若東中学校体育祭

鞍手竜徳高校体育祭

宮若西中学校体育祭

直鞍少年剣道大会

ち
ょ
う
ど
、
こ
の
議
会
だ
よ
り

５２
号
を
編
集
し
て
い
る
７
月
６
日

に
九
州
北
部
豪
雨
が
発
生
し
ま
し

た
。被

災
し
た
方
、
ま
た
、
そ
の
ご

家
族
に
は
心
よ
り
お
見
舞
い
申
し

上
げ
ま
す
。

平
成
２４
年
に
も
九
州
北
部
豪
雨

災
害
が
お
こ
り
ま
し
た
が
、
近
年

で
は
、
毎
年
、
日
本
各
地
で
災
害

が
お
こ
り
、
災
害
が
い
つ
お
こ
る

か
わ
か
ら
な
い
不
安
な
状
況
で
暮

ら
し
て
い
る
こ
と
を
改
め
て
考
え

さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

災
害
を
避
け
る
こ
と
は
で
き
ま

せ
ん
が
、
そ
の
時
に
ど
う
考
え
、

ど
う
行
動
す
る
か
は
日
頃
か
ら
家

族
で
、
学
校
で
、
職
場
で
話
し
合

い
を
持
つ
こ
と
も
大
事
で
は
な
い

か
と
考
え
て
い
ま
す
。 
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